
   旭市地域経済循環創造事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、国の地域経済循環創造事業交付金要綱（平成２５

年２月２７日付け総行政第２９号総務大臣通知。以下「国要綱」とい

う。）に基づく先進的かつ持続可能な事業に取り組む民間事業者に対

し、予算の範囲内で旭市地域経済循環創造事業補助金（以下「補助金」

という。）を交付することに関し、旭市補助金等交付規則（平成１７

年旭市規則第３７号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、

必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号

に定めるところによる。 

⑴ 民間事業者等 市内に事業所を有し、又は設けようとする民間企

業、公共的団体、個人事業主及び任意団体等をいう。 

⑵ 金融機関等 地方金融機関、日本政策金融公庫、地域活性化ファ

ンド、民間クラウドファンディング及びふるさと融資等をいう。 

（補助対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者は、国要綱に基づく地域経済循環

創造事業交付金の交付の対象となる事業を実施する民間事業者等で

あって、次の各号のいずれにも該当するものとする。 

⑴ 市が実施する同種の補助金の交付を受けていないこと。 

⑵ 市税を滞納していないこと。 

⑶ 旭市暴力団排除条例（平成２４年旭市条例第２号）第２条に規定

する暴力団若しくは暴力団員等又は同条例第９条に規定する暴力

団密接関係者に該当しないこと。 

（補助対象事業） 

第４条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）

は、国要綱第８条の規定により交付決定を受けたものであって、事業

に必要な１人以上の従業員を新たに市内で雇用することを計画して

いる事業とする。 

 



（補助対象経費） 

第５条 補助金交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）

は、国要綱第５条第１項に規定する経費とする。 

（補助金の額） 

第６条 補助金の額は、補助対象経費から金融機関等の融資額及び事業

者自己資金の合算額を除いた額（当該額に１，０００円未満の端数が

あるときは、その端数を切り捨てた額とする。）とし、１事業当たり

の上限額は、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号に定める

額とする。 

⑴ 融資額が補助金の額と同額以上１．５倍未満の額の場合 ２，５

００万円 

⑵ 融資額が補助金の額の１．５倍以上２倍未満の額の場合 ３，５

００万円 

⑶ 融資額が補助金の額の２倍以上の額の場合 ５，０００万円 

（補助金の交付申請） 

第７条 補助金の交付を受けようとする事業者等（以下「申請者」とい

う。）は、旭市地域経済循環創造事業補助金交付申請書（第１号様式）

に次の各号に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

⑴ 国が定める地域経済循環創造事業交付金実施計画書 

⑵ 収支計画書の具体的な積算根拠が分かる資料 

⑶ 工程表その他の完成までのスケジュールが分かる資料 

⑷ その他市長が必要と認める書類 

２ 申請者は、前項の規定による申請をするに当たって、当該補助金に

おける消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額（補助対象経費に含

まれる消費税及び地方消費税相当額のうち、消費税法（昭和６３年法

律第１０８号）の規定により仕入れに係る消費税額として控除できる

部分の金額及び当該金額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の

規定による地方消費税の税率に乗じて得た金額の合計額の金額をい

う。以下消費税等仕入控除税額という。）を減額して申請しなければ

ならない。ただし、申請時において当該補助金に係る消費税等仕入控

除税額が明らかでない場合については、この限りでない。 

 



（補助金の交付決定） 

第８条 市長は、前条第１項の規定による交付申請があったときは、こ

れを審査して補助金の交付の可否を決定し、旭市地域経済循環創造事

業補助金交付決定（却下）通知書（第２号様式）により、申請者に通

知するものとする。 

２ 市長は、前条第２項ただし書の規定による交付申請がなされたもの

については、補助金に係る消費税等仕入控除税額について、補助金の

額の確定において減額を行うこととし、その旨の条件を付して交付決

定を行うものとする。 

（補助事業の変更等） 

第９条 前条の規定により補助金の交付決定を受けた者（以下「補助事

業者」という。）は、次の各号のいずれかに該当するときは、旭市地

域経済循環創造事業補助金事業変更申請書（第３号様式）により、あ

らかじめ市長の承認を受けなければならない。 

⑴ 補助対象経費の区分ごとの額を変更しようとするとき。ただし、

補助対象経費の１０パーセント以内の流用を除く。 

⑵ 融資額を減額しようとするとき。 

⑶ 補助対象事業の内容を変更しようとするとき。ただし、次に掲げ

る軽微な変更を除く。 

ア 補助対象事業の目的に変更が生じるものではなく、かつ、補助

事業者の自由な創意により、より能率的な補助対象事業の目的の

達成に資すると認められる場合 

イ 補助対象事業の目的及び能率に直接関わりがない事業計画の細

部の変更である場合 

⑷ 補助対象事業の全部又は一部を他に承継しようとするとき。 

⑸ 補助対象事業の全部若しくは一部を中止し、又は廃止しようとす

るとき。 

２ 市長は、前項の申請書の提出があったときは、これを審査して承認

の可否を決定し、旭市地域経済循環創造事業補助金変更承認（不承認）

通知書（第４号様式）により補助事業者に通知するものとする。 

（状況報告） 

第１０条 補助事業者は、市長から求めがあったときは、補助対象事業



の遂行状況について、旭市地域経済循環創造事業遂行状況報告書（第

５号様式）に必要書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

（実績報告） 

第１１条 補助事業者は、補助対象事業が完了したときは、その日から

起算して３０日以内又は補助金の交付決定を受けた日の属する年度

の３月３１日のいずれか早い日までに、旭市地域経済循環創造事業補

助金実績報告書（第６号様式）に次の各号に掲げる書類を添えて、市

長に提出しなければならない。 

⑴ 収支決算書 

⑵ 契約書、請求書、領収書及び納品書等の写し 

⑶ 写真、設計図、施設等設置位置図、雇用状況等の事業の成果がわ

かる書類 

⑷ 融資契約書等の金融機関からの融資を証明する書類の写し 

⑸ その他市長が必要と認める書類 

２ 第７条第２項ただし書の規定により交付の申請をした補助事業者は、

前項の実績報告書を提出するに当たり、当該補助金に係る消費税等仕

入控除税額が明らかになった場合には、これを交付額から減額して提

出しなければならない。 

（補助金の額の確定） 

第１２条 市長は、前条の規定による実績の報告を受けたときは、その

内容を審査して交付すべき補助金の額を確定し、旭市地域経済循環創

造事業補助金確定通知書（第７号様式）により、補助事業者に通知す

るものとする。 

２ 市長は、補助事業者に交付すべき補助金の額を確定した場合におい

て、既にその額を超える補助金が交付されているときは、旭市地域経

済循環創造事業補助金返還命令通知書（第８号様式）により、その超

える部分の額に相当する補助金の返還を命ずるものとする。 

３ 前項の返還の期限は、当該返還の命令がなされた日から起算して２

０日以内とし、期限内に納付されない場合には、市長は、未納額につ

いてその未納期間に応じて年１０．９５パーセントの割合で計算した

延滞金を徴するものとする。 

 



（補助金の請求及び交付） 

第１３条 補助事業者は、前条第１項の規定による通知を受けたときは、

旭市地域経済循環創造事業補助金交付請求書（第９号様式）により補

助金の請求をすることができる。 

（補助金の概算払） 

第１４条 市長は、必要があると認めるときは、事業の進捗状況に応じ

て、補助金を概算払により支払うことができるものとする。 

２ 補助事業者は、前項の概算払を受けようとするときは、旭市地域経

済循環創造事業補助金概算払請求書（第１０号様式）に旭市地域経済

循環創造事業遂行状況報告書を添えて、市長に提出しなければならな

い。 

（交付決定の取消し） 

第１５条 市長は、補助事業者から事業の中止若しくは廃止の申請があ

ったとき又は補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、第

８条の規定による交付決定の内容の全部又は一部を取り消し、又は変

更することができる。 

⑴ 補助事業者が、関係法令、この要綱又はこれらに基づく市長の処

分若しくは指示に違反したとき。 

⑵ 補助事業者が、補助金を補助事業以外の事業に使用したとき。 

⑶ 補助事業者が、補助事業に関して偽りその他不正な行為をしたと

き。 

⑷ 第８条の交付決定後に生じた事情の変更等により、補助事業の全

部又は一部を継続する必要がなくなったとき。 

２ 市長は、前項の規定による取消しをした場合において、当該取消し

に係る部分の額に相当する補助金が既に交付されているときは、旭市

地域経済循環創造事業補助金返還命令通知書により当該補助金の全

部又は一部の返還を命ずるものとする。 

３ 市長は、前項の返還を命ずる場合（第１項第４号に規定する場合を

除く。）には、その命令に係る補助金を補助事業者が受領した日から

当該命令がなされた日までの期間に応じて年１０．９５パーセントの

割合で計算した加算金の納付を併せて命ずるものとする。 

４ 第２項の返還及び前項の納付の期限については、第１２条第３項の



規定を準用する。 

５ 市長は、やむを得ない事情があると認めるときは、第３項の加算金

又は第１２条第３項の延滞金の全部若しくは一部を免除することが

できるものとする。 

６ 前各項の規定は、事業について交付すべき補助金の額の確定があっ

た後においても適用があるものとする。 

（財産の管理及び関係書類の整備） 

第１６条 補助事業者は、補助対象事業の実施により取得し、又は効用

の増加した財産（以下「取得財産等」という。）について事業完了後

においても国要綱の例により、善良な管理者の注意をもって管理する

とともに、補助金の目的に従ってその効率的な運営を図らなければな

らない。 

２ 補助事業者は、補助対象事業に係る帳簿及び関係書類を、補助対象

事業の完了した日の属する会計年度の翌年度から５年間保存してお

かなければならない。 

（財産の処分の制限） 

第１７条 補助事業者は、取得財産等のうち、取得価格又は効用の増加

価格が５０万円以上のものを総務省所管補助金等交付規則（平成１２

年総理府・郵政省・自治省令第６号）第８条に定める期間内に処分し

ようとするときは、あらかじめ旭市地域経済循環創造事業補助金財産

処分承認申請書（第１１号様式）を市長に提出し、その承認を受けな

ければならない。 

２ 市長は、前項の規定により申請書を受理したときは、これを審査し、

承認の適否を決定したときは、旭市地域経済循環創造事業補助金財産

処分承認審査結果通知書（第１２号様式）により当該補助事業者に通

知するものとする。 

３ 市長は、前項の規定による承認を受けた補助事業者が取得財産等を

処分した場合において、当該補助事業者に収益が生じたときは、旭市

地域経済循環創造事業補助金返還命令通知書により当該収益の全部

又は一部に相当する金額の納付を命ずることができる。 

（収益納付等） 

第１８条 補助事業者は、補助事業の完了の日の属する会計年度の翌年



度から起算して５年以内の間、毎会計年度終了後の３０日以内に、旭

市地域経済循環創造事業交付金事業化収益状況報告書（第１３号様

式）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による報告により、補助事業者に事業化により

相当額の収益が生じたと認められるときは、当該補助事業者に対し、

補助金の全部又は一部に相当する金額の納付を命ずることができる。 

（検査等） 

第１９条 市長は、補助事業の執行のため必要と認めるときは、補助事

業完了後においても補助事業者に対し、報告させ、帳簿その他の物件

を検査し、又は関係者に説明を求めることができる。 

（その他） 

第２０条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定

める。 

附 則 

この要綱は、公示の日から施行する。



第１号様式（第７条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名 

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金交付申請書 

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金の交付を受けたいので、旭市地域経

済循環創造事業補助金交付要綱第７条第１項の規定により、下記のとお

り関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

１ 事業の目的  

 

２ 交付申請額                   円 

 

３ 補助対象事業の開始（予定）日     年  月  日 

 

４ 補助対象事業の完了（予定）日     年  月  日 

 

５ 関係書類 

⑴ 国が定める地域経済循環創造事業交付金実施計画書 

⑵ 収支計画書の具体的な積算根拠が分かる資料 

⑶ 工程表その他の完成までのスケジュールが分かる資料 

⑷ その他市長が必要と認める書類 

 



第２号様式（第８条関係） 

 

第     号  

年  月  日  

 

           様 

 

旭市長          印  

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金交付決定（却下）通知書 

 

 

年  月  日付けで申請のあった旭市地域経済循環創造事業補助

金については、下記のとおり決定（却下）したので、旭市地域経済循環

創造事業補助金交付要綱第８条第１項の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 事業の目的  

 

２ 交付決定額                円 

 

３ 交付の条件 

 

４ 却下の理由 

 



第３号様式（第９条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名 

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金事業変更申請書 

 

 

年  月  日付け  第  号により交付決定された旭市地域経

済循環創造事業補助金について、その申請内容を変更したいので、旭市

地域経済循環創造事業補助金交付要綱第９条第１項の規定により、下記

のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 変更内容  

 

２ 変更が生じた理由 

 



第４号様式（第９条関係） 

 

第     号  

年  月  日  

 

           様 

 

旭市長          印  

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金事業変更承認（不承認）通知書 

 

 

年  月  日付けで申請のあった旭市地域経済循環創造事業補助

金事業変更申請について、下記のとおり決定したので、旭市地域経済循

環創造事業補助金交付要綱第９条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 変更の可否 

 

２ 変更を承認した事項（不承認の理由） 

 



第５号様式（第１０条、第１４条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名 

 

 

旭市地域経済循環創造事業遂行状況報告書 

 

 

年  月  日付け  第  号により交付決定された旭市地域経

済循環創造事業補助金について、旭市地域経済循環創造事業補助金交付

要綱第１０条の規定により、    年  月  日現在の遂行状況に

ついて関係書類を添えて報告します。 

 



第６号様式（第１１条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名 

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金実績報告書 

 

 

年  月  日付け  第  号により交付決定された旭市地域経

済循環創造事業補助金に係る事業について完了したので、旭市地域経済

循環創造事業補助金交付要綱第１１条第１項の規定により、下記のとお

り関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 補助金の交付決定額及びその実績額 

交付決定額                  円 

実 績 額                  円 

 

２ 補助事業の完了年月日          年  月  日 

 

３ 添付資料 

⑴ 収支決算書 

⑵ 契約書、請求書、領収書及び納品書等の写し 

⑶ 写真・設計図・施設等設置位置図・雇用状況等事業等の成果がわ

かる書類 

⑷ 融資契約書等の金融機関からの融資を証明する書類の写し 

⑸ その他市長が必要と認める書類 

 



第７号様式（第１２条関係） 

 

第     号  

年  月  日  

 

           様 

 

旭市長          印  

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金確定通知書 

 

 

年  月  日付けで提出された旭市地域経済循環創造事業補助金

実績報告書について、内容を審査した結果、下記のとおり交付する補助

金の額を確定しましたので、旭市地域経済循環創造事業補助金交付要綱

第１２条第１項の規定により通知します。 

 

記 

 

交付確定額                   円 

 



第８号様式（第１２条、第１５条、第１７条関係） 

 

第     号  

年  月  日  

 

           様 

 

旭市長          印  

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金返還命令通知書 

 

 

年  月  日付け   第  号により交付決定した旭市地域経

済循環創造事業補助金について、旭市地域経済循環創造事業補助金交付

要綱第１２条第２項、第１５条第２項又は第１７条第３項の規定により、

下記のとおり返還を命じます。 

 

記 

 

１ 補助金返還額               円 

 

２ 納付の期限      年  月  日 

 



第９号様式（第１３条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名        ㊞ 

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金交付請求書 

 

 

年  月  日付け  第  号で確定通知のあった旭市地域経済

循環創造事業補助金について、旭市地域経済循環創造事業補助金交付要

綱第１３条の規定により、下記のとおり請求します。 

 

記 

 

１ 請求金額  金          円 

 

２ 補助金交付決定額等 

 

 

 

 

 

 

 

 

交付決定額 円 

交付確定額 円 

既受入額 円 

今回請求額 円 



第１０号様式（第１４条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名        ㊞ 

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金概算払請求書 

 

 

年  月  日付け  第  号により交付決定された旭市地域経

済循環創造事業補助金の概算払を受けたいので、旭市地域経済循環創造

事業補助金交付要綱第１４条第２項の規定により、下記のとおり請求し

ます。 

 

記 

 

１ 請求金額  金          円 

 

２ 概算払を必要とする理由 



第１１号様式（第１７条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名          

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金財産処分承認申請書 

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金交付要綱第１７条第１項の規定に

より、下記のとおり財産処分の承認を受けたいので、申請します。 

 

記 

 

１ 補助対象事業の名称 

 

２ 総事業費 

 

３ 補助対象経費 

 

４ 処分する施設又は設備の名称 

 

５ 処分内容 

 

６ 処分する理由 

 

 

 

※１ 処分する施設又は設備の名称の欄には、処分する財産を具体的に

記載すること。例えば、施設については、所在地、種類、構造及び

床面積並びに申請時における具体的な用途を、設備についても、具

体的な用途を記載すること。 

※２ 処分内容の欄には、処分の種類（売却、賃貸等）、処分の相手方（買

主、借主等）、処分の対価（売却価格、賃貸料等）を記載すること。 



第１２号様式（第１７条関係） 

 

第     号  

年  月  日  

 

           様 

 

旭市長          印  

 

 

旭市地域経済循環創造事業補助金財産処分承認審査結果通知書 

 

 

年  月  日付けで申請のあった旭市地域経済循環創造事業で取

得した財産の処分については、下記のとおり決定したので、旭市地域経

済循環創造事業補助金交付要綱第１７条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 財産処分の可否 

 

２ 承認した事項（不承認の理由） 

 

 

 



第１３号様式（第１８条関係） 

 

年  月  日  

 

旭市長 

 

 

                     住 所 

                     事業者名 

                     代表者名          

 

 

旭市地域経済循環創造事業交付金事業化収益状況報告書 

 

 

年  月  日付け  第  号により交付決定された旭市地域経

済循環創造事業補助金について、旭市地域経済循環創造事業補助金交付

要綱第１８条第１項の規定により、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

（単 位 ：円 ） 
交 付  

確 定 額  

補 助 対 象

事 業 に係 る

本 年 度 収

益 額  

控 除 額  本 年 度 まで

の補 助 対 象

事 業 に係 る

支 出 額  

基 準  

納 付 額  

前 年 度 まで

の補 助 対 象

事 業 に係 る

市 への累 積

納 付 額  

本 年 度  

納 付 額  

備 考  

        

        

 
 


